
緊急地震速報は、大きな地震が発生したときに、地震の発生直後に地震計でとらえた観測デ

ータを素早く解析して、震源や地震の規模（マグニチュード）、予想される揺れの強さ（震度）を

自動計算し、強い揺れがくることを事前に知らせる警報です。 

また、観測点に強い揺れが到達し、周辺地域にも強い揺れが来ることが予想される場合は、

その旨をあわせてお知らせします。

緊急地震速報を見たり聞いたりした際には、周りの人に声をかけながら、「周囲の状況に応

じて、速やかにあわてずに、まず身の安全を確保する」ことが重要です。 

地震が発生したときの適切な行動は、そのとき、その場所に応じて異なります。日頃から、い

ろいろな場所で地震が起こったときのことをイメージし、「今、ここで、緊急地震速報を聞いた

らどう行動すべきか」を状況に応じて考える習慣をつけましょう。 

緊急地震速報とは？ 
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【地震発生から速報発信までの流れ】（気象庁） 
緊急地震速報を見聞きしたときは？ 

【緊急地震速報】 

携帯電話をはじめ、テレビや

防災行政無線などで皆様に

情報を伝達します。 



海に囲まれた日本では、地震に引き続いて津波が発生し、大きな被害がもたらされることが

しばしばあります。 

気象庁では、地震の発生に伴って津波による災害の発生が予想される場合、津波の高さに

応じて「大津波警報」「津波警報」「津波注意報」（以下、津波警報等という）を発表しています。    

気象庁では、地震発生後およそ３分間で、地震の規模や位置を推定し、全国を６６区域に

分けた津波予報区に対して、津波警報等の第 １報を発表します。 

マグニチュード ８を超えるような巨大地震の場合は、地震の規模を正確に把握するまでに時

間がかかるため、第 １報では予想される津波の高さを、大津波警報のときは「巨大」、津波警報

のときは「高い」という簡潔な言葉で発表します。 

「津波警報」等とは？ 

    【津波等一時避難場所の要件】 

 昭和５６年に施行された新耐震基準を満たしている建物 

 鉄筋コンクリート造り等の建物 

 ３階建て以上の建物 

 ２４時間の受け入れが可能 
こちらのマークが【津波等一時

避難場所】の目印になります。 



 気候が徐々に過ごしやすくなるこのシーズンは防災訓練にうってつけの時期です。毎年、様々

な自主防災会で訓練を行っています。 

 １０ 月１６日（日）は三ノ坪で出前講座と避難訓練を、１０月２３日（日）は武庫川東グランドハイ

ツで防災訓練を行いました。 

 三ノ坪では、ハザードマップの確認方法を中心に、マイ避難カード（発災時のタイムスケジュー

ルをカードに落とし込んだもの）の作成方法などもご紹介しました。 

 また、武庫川東グランドハイツでは初期消火訓練をはじめ、歩行訓練などの訓練を行いまし

た。休日にも関わらず多くの様々な世代の方が参加されていました。 

 災害は忘れたころにやってきます。日頃から災害を意識できるように定期的に訓練などに参

加する取り組みが重要です。 

出典：気象庁 
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三ノ坪の避難訓練の様子 武庫川東グランドハイツの訓練の様子 



Ｑ 地域の防災活動を行うにあたって意識されていることは何ですか。 

Ａ 若い世代の方に地域のイベントに参加してもらうきっかけ作りです。 

新型コロナウイルスが流行する前は、地域で餅つき大会や盆踊りといったイベ

ントを毎年行っていましたが、かれこれ３年ほど行っていないのが、現状です。 

  このような地域のイベントを通して、若い世代と中高生世代が交流していました

が、その機会も無くなってしまいました。 

  今後、例年行っていたイベントに加えて、若い世代も参加できるような交流の場

を設けることで、常日頃から顔の見える関係づくりができるのではないかと思

っています。 

  また、この関係づくりこそが、いざという時に力を発揮して、助け合いが広がる

のではないかと考えています。 

Ｑ 今後、地域における課題や取り組んでいきたいことは何ですか。 

Ａ 地域の高齢化が進む中で、独居老人の増加が問題と感じています。特に周りの

住民とコミュニケーションをあまり取らないような方は、どのように生活されて

いるのかといったような現状を把握できないので、そのような方に対してどうア

プローチすればいいのかが苦慮しているところです。 

  個人情報の観点からも、行政側に情報提供してもらうこともハードルが 

  高く、今後アプローチの手法を検討していきたいと考えています。 

３ 地域の防災 

 今回は、武庫第九自主防災会の大鹿さんにお話しを伺いま

した。今回のインタビューで感じたことは、どの自主防災会

でも同様のことが言えるかもしれませんが、地域の高齢化

問題を意識した地域コミュニティの在り方が問われている

のではないかという点です。 

 今後日本は更に少子化が進み、今よりも高齢者が増える中で地域コミュニティ

をどう広げていき、どのように防災の重要性を地域住民に浸透させていくかが

課題となるとおっしゃっていました。 


